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C－47　季節別被服の着用が生体に及ぼす影響について

　　　　　○長崎県女短大　森瀬　貞　中村学園短大　石橋葉子、　柿添みゆき

　目的　被服の形態の相違や、材質の相違が衣服気候や皮ふ温に与える影響について

の報告は、従来しばしば行なわれているが、生理機能に及ぼす影# についての報告は

少なく、基礎的な資料に乏しいと考えられる。私共は季節別被服の着用が人間の生理

機能に与える影響について実験を行なったので報告する。

　方法　人工気象室で環境温度、15°　22°　29°3ffC （湿s. いずれも50 価）を求め、着

用衣服は普通成人女子が、夏、合、冬に着用する、夏服、合服（薄手、厚手）、冬服

で重量はそれぞれ、340ﾀ、640?、1130*', 1680f、である。測定項目は心拍数、エネルギ

ー代m、皮ふ温、最内層温度である。　まづ気温2f c,の控室で試料を身につけ測定器を

装備する。その後実験室に入室し、安静綺座のまゝ40分滞在させたあと退室させた。

被験者は中村学園短大生8 名で、４×４のラテン方格を組み、結果は分散分析、共分

散分析等を用い。統計的に処理した。

　結果　最内層温度は、いずれの測定部位においても外気温の影響を有意に示した。

胸部及び上腕上部は着用衣服の影響も有意であ夕、上腕部は交互作用も有意であった。

皮ふ温は外気温とともに有意に変化し、胸部及び上腕部は着用衣服の影響も有意であ

った。平均皮ふ温は外気温と着用衣服の違いで有意に変化した。各部位に訟ける衣内

温匿と皮ふ温は有意の相関を示した。換気量及び酸素摂取量は着用衣服には有意に影

響されず、外気温の影響が認められた。

C－48 寝具の太陽光釦こよる乾燥効果について
東京学芸大卒業生〇武尨忠麟子　田今みゆき　東京学芸大　中橋難

　目的　一般に寝具は湿りやすく、特に高湿時･薫寒時など安臥性･保温性なとが問
題^なる。本実験は､就寝時による寝具類の吸湿量の変化. 太陽尤線による乾焼効果に

フいて. 被服衛生営の見地力ヽら寝貝の効果的一管理法の男祭£行なったの気　ここに

その結果｡£報告する。

　力法　試科：鮫ふｙん新c 白綿・新調）, 旧（白綿・使用年数今年）

　　　　奘験:(）就寝による寝具類の吸湿量<o変化、ISLふとんのか:^高変化　時期昭

和明年9月初句　一隻聞就霞による逐次如b （匈太陽九線による彰燥効果時期昭和
+7年11月初回～昭和荷年同

方法捌目追による重重･ヵぐill ・'/JSL度変ｲし

　結粟　就寝により敷ふとん・毛布は吸湿曼が贈力□t る傾向力^みられ. その他の寝具

（寝衣・較廊・ダわレ掛）はほとん^'変化が認められない．新しい般-S、とんは吸湿そ
が高く、りヽさ喬の減少半も弟いヽ．太陽光線による乾燥効巣は、重量減少手約/､哨（

lOOf), かさ高増加平約&o％、遣度変化日射面約帖゜O、日陰面10 ～15･GT-ある.温度
漫ｲいa -5､とんの新旧に関係なく、ふとん布の色相・明烹によ5影響が蕩しい．重i:・

ヵヽさ高し温蔑変化^気象粂件とのf^に相関姓が認のられた．


